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ぐ5月末日現在)前月比
人口 56，128 (十 33) 
(男 27，114(ー 10
女 29，014(十 47)

世帯数 13，359 (ゃ 12) 
出生 48 転入 337 
死亡 35 転出 317 
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社会を明るく
7月は

社会を明るくする

運動の月です

区互主
〔魚〕

昭和42年の歌始めのお題が

「魚」ときまりました。、うお、

ですが、歌によむ場合は、さか

な、、ぎよ、と読んで魚郡と使

ったり、タイ、プリ、サパ‘イ

ワVのよ うな個々の魚の名を使

っただけでも結構です。

詠進の方法はつぎのとおりで

す。

C>1人1首限 りとし、未発表の歌

であること 。

c>用紙は半紙、 1枚に毛筆で自

筆すること。

c>書式は半紙を横に2つ折りに

し、右半面にお題と歌、 左半

面に住所、氏名、生年月日、

職業を書くこと。

c>詠進の期間は、 9月1白から10

月10日までo

pあて先は、東京中央郵便局区

内宮内庁とし、詠進歌と添え

書きをしてください。
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私たちが手を取りあって、人の心にひそむ愛の心を引

き出すとき、巨六な社会的エネノレギーとなって、私たち

の社会は H 明るい社会 H へと大きく前進するでしょう。

この運動を大きく発展させるため、 青少年の弁論大会が酉中体育館で開

かれ萱瀬中学校3年飯野和幸君、大高定時制4年永石賢二君が一位に入
選し.県大会に出場することになりました。
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駅前アパートできる

ピ
カ
光
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は
え
で
す
。
動
物

性
の
餌
を
好
み
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ご
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溜
な

ど
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発
生
し
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大
体
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活
動
し
ま
す
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(2) 

大村駅通りに鉄筋コシクリート

造りの庖舗付4階建アパートがで

きました。これは戦後急造した市

営住宅のあとに建てたもので、第

一期工事に続いて第二期工事とし

てごのほど完成したものです。こ

の建物には庖舗が10、住宅が28戸

あり、ごれで大村駅前がいっそう

近代化され、明るくなりました。

総工費=約3，800万円。
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さし、。

なお井戸水は定期的に水質検査を受けて安

全をたしかめることが最も 大切です。水質検

査は大村保健所で実施しています。検査を受

けるときはビーノレピシを良く洗い最後にお湯

でピシの内側を洗ってから井戸水をそのピン

に採水して保健所に持参してください。

料金は1件250円です。

これから雨が降り続くと井戸水の汚染度も

高くなり ます。生水は絶対のまないように、

また次亜塩素酸などの殺菌薬剤を常時投入し

て使用しましょ う。殺菌剤は薬局薬居にあり

ますので、使用方法などについてはお求めに

なるとき薬局、薬居におたずねになってくだ

予防注射の時間変更
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の

境
内
に
あ
る
大
重
ね
石
で
な
く
、
一
つ
の
石
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る

川

川
村
家
の
墓
碑
群
(
墓
石
、
七
を
二
段
に
切
っ
た
も
の
で
石
ま
た
そ
の
墓
地
内
と
、
純
長
川

投
票
所
入
場
券
は
、
七
月
川

九
日
発
送
の
予
定
で
す
。

川
十
八
基
灯
龍
、
四
百
八
十

一

工
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
そ
公
七
男
次
郎
太
君
の
墓
前
に
…

一
川
基
)
は
昭
和
三
十
九
年
十
月
の
墓
前
こ
ま
屯
一
一
=ロ
公
に
殉
死
は
ク
ル
ス
灯
寵
と
い
わ
れ
る
川

投
票
の
と
き
は
、
必
ら
ず
v川
県
の
文
化
財
と
し
て
指
定
を
し
た
近
臣
小
佐
々
市
右
エ
門
も
の
も
あ
り
こ
れ
ま
た
謎
を
川

入
場
券
を
持
参
し
て
投
票
所
山
川
う
け
、

墓
石
等
の
規
模
の
大
の
墓
も
あ
る
。
と
く
に
珍
ら
秘
め
て
お
り
キ
リ

νタ
シ
史
川

へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い。

き
さ
は
全
国
に
も
鐙
需
語
庫
医
事
罷
摩
露
霊
翼
団
欝
蓄
E
S露
目
上
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
そ
w

な
お
、
無
投

票

に

な

っ

た

川

灘

朝

協

噛

曙

細

騨

購

髄

麟

鱗

臨

磁

麗

臨

闘

蘭

類
が
な
い
と

い
わ
議
鍛
嗣
開
鞠
総
議
期
難
繍
鑓
醤
難
関
圏
闘
の
他
天
井
に
刻
ん
で
金
箔
を
川

選
挙
区
が
あ
る
場
合
は
、
そ
川

i
j
議

謀

説

齢

襲

鱒

関

d酪
園
田

れ
て
い
る
。
十
六

d

ぺ

畿

潮

騒

議

選

繊

細

関

押
し
た
豪
華
な
大
小
の
屋
形
川

の
選
挙
区
関
係
の
入
場
券
は
W

れ

織

機

瀦

闘

機

機

騒

融

機

隣

組

舗

発

行

い

た

し

ま

せ

ん

。

…

枠

制

相

公

と

十

九

ト

峨

…

機

鱗

鱒

醤

蝿

式

の

墓

な

ど

も

あ

る

。

そ

の

…

代
喜
前

公

と

を

ま

議

錨

襲

臨

機
線
闘
機
購
醐
睡
他
朝
鮮
か
ら
喜
前
公
に
つ
い
川

…
つ
る
霊
廟
を

現

議

選

議

翠

遡
鑓
て
入
国
し
て
い
た
陶
工
秀
山
…

農

薬

事

故

を

な

く

そ

う

…

μし
二
十
一
代
純

a

J
験

機
讃
閥
舗
の
墓
が
喜
前
公
の
墓
の
前
に
…

リ
信
公
の
お
墓

の

高

齢

V

主

v
j畿

圏
騨
欝
あ
り
、
喜
前
公
に
殉
死
し
た
川

へ
恥
幽
閉

d

叫
ん
一
合
嘩
一
睡
眠
瞳
堅
固
圃
・
E
圃
園
間
蹴
翻
醐
幽

同

J

散

布

田

に

は

赤

い

旗

…

さ

は
約
六
メ

l
ト

議

繋

譲

議

翻

鑓

と
い
わ
れ
て
い
る
。
墓
地
の

ん

ま

せ

ん

。

…

ル

に

お

よ

び

そ

の

て

¥
J
¥
一一J
M
M
¥、…一一いJ
ん
γ

前

額

離
敷
地
は
約
六
千
六
百
平
方
メ
一

③
農
薬
使
用
の
場
所
に
は
赤
川
台
石
は
約
三
畳
近

i

v

i

l
i
-
-
i
!
iト
ル
で
あ
る
。

の
標
識
を
必
ら
ず
立
て

一

週
間
後
に
は
必
ら
ず
取
り

除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

④
人
家
、
住
宅
の
附
近
で
は

必
ら
ず
そ
の
近
く
の
人
に

通
知
し
、
一
人
で
の
長
時

間
の
作
業
は
い
け
ま
せ
ん

は
、
農
良
着
の
ま
ま
で
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、

一
人
も
れ

な
く
投
票
所
へ
お
出
か
け
ず

だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票

選
挙
人
が

一
定
の
事
由
に

よ
り
、
投
票
日
に
投
票
所
へ

行
っ
て
投
票
で
き
な
い
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
た
ず
ね
の
う
え
、
不
在
者

ブ
ッ
ソ

I
ル
)
を
使
か
う
と

き
は
・・・・・・
。

①
農
林
課
を
経
由
し
て
保
健

所
に
使
用
三
目
前
に
届
け

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

②
実
地
指
導
員
指
導
の
も
と

に
共
同
防
除
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
λ
防

除
は
絶
対
に
し
て
は
い
け

⑤
撒
布
後
の
残
液
、
空
容
器

機
械
、
衣
類
な
ど
の
保
管

を
完
全
に
し
、
特
定
毒
物

の
使
用
お
よ
び
空
容
器
の

処
理
状
況
屈
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
用

紙
は
農
協
に
あ
り
ま
す
。

一
般
市
民
の
注
意
事
項

①
農
薬
の
撒
布
地
区
に
は
赤

の
標
識
が
立
っ
て
い
ま
す

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

②
と
く
に
子
供
さ
ん
の
川
遊

び
、
水
泳
、
魚
取
り
、
ホ

タ
ル
狩
な
ど
に
は
十
分
注

意
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

③
万
一
水
遊
び
な
ど
の
あ
と

頭
痛
、
め
ま

い
、
吐
気
な

ど
が
あ
っ
た
ら
、
早
く
医

師
の
手
当
て
を
う
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

¥ 

1 

a 

、¥


